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皆様、ようこそ米国総領事館メルマガ

増刊号“からはーい”へ！ 

この広報誌は当米国総領事館が私共の

沖縄における友人や同胞の皆様方に相

互に関心のある話題について、直接情

報･見解をお伝えする為にこれまで継

続して努力してきたことの一環として増刊致します。 

この広報誌は幾つかの主要部分で構成されています。

続き 

 講演会：ダッシャー博士講演会＆パ

ネルディスカッション 

 日時：2011年7月28日（木）14:00～

16:00 

 会場：沖縄国際大学 7号館 

 詳細・申込はコチラをクリック 

 

続き 

現在ＭＣＡＳ普天間に配備されているＣＨ－４６ヘリコプターを、

垂直離着陸機ＭＶ－２２オスプレイに代替する米海兵隊の配備計画

は、沖縄県においてかなりの懸念を惹起しています。このことは、

１０年以上前の開発段階の間に発生した数件の注目を集めた事故を

基にした安全記録に関する長年に亘るメディアの否定的報道に鑑み

ますと理解できることです。 しかしながら、これらの初期段階のデ

ザイン欠陥は実際の運用に入る以前に改良され、ＭＶ－２２は信頼

できる高度な実動性のある航空機であることが証明され海兵隊の軍事活動に加えられました。  

続き 

総領事 ご挨拶 ★ 総領事館イベント情報 ★

あんやたん MV-22オスプレイ 

エコノミック・パルス 
在沖米国総領事館では、沖縄商工会議所および在沖米軍各契約事務所のご協力を得て、｢オキナワ

ン・ファースト｣フェスティバル～ビジネスパートナーとしての在沖米軍を知るために～という、

米軍発注業務説明会を平成23年4月22日に同会議所ホールで開催しました。これは、県内の業者

が、ビジネスパートナーとしての在沖米軍を知り、営業や業務受注の機会拡大を目指して開催し

たもので、9つの契約事務所から10名の担当官が参加しそれぞれの役割や業務内容について説明し

ました。県経済の低迷が続く中、米軍発注業務への関心が高まっており、沖縄本島各地から約240

名が参加し、陸軍、海軍、空軍、海兵隊の契約事務所や在沖米軍にサービスを提供しているそれ

ぞれの団体の代表の説明を注意深く聞いていました。在沖米軍では建設工事以外にも、関連する

資材や自動車、自動車部品、ボート、ジェットスキー、テント、食品、野菜、日用品、事務用品

等の物品を購入したり、続き 

広報コーナー 
在沖米国総領事館の広報部は米軍を担当して

いる記者５名を対象に6月8日～19日の期間で

ソウル、サンディエゴ、ワシントンD.C.への

メディア・ツアーを主催しました。韓国では

記者の皆さんは、国連軍のチーフや韓国国防

省の広報担当官と面談し、北朝鮮が地域の安

全保障にもたらしている脅威と、 続き 

ウランダぬ風    
 

大きな輪」に掲載された「オキナワン・ファース

ト」フェスティバルの記事です。 

記事へのリンク 
 

産経新聞記事/2011年4月７日/沖縄、米軍への共

感じわり 地元紙は「普天間問題に利用」主張 

記事へのリンク 
 

続き 

かか  

らら  

はは  

II  

いい   

2011年第1号 2011/07/22 

http://photos.state.gov/libraries/naha/499283/Dasher/072811%20Dasher-Brochure.pdf
http://sankei.jp.msn.com/affairs/news/110407/dst11040700390001-n1.htm
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“あんやたん”のコラムは、沖縄関連の話題で地方、全国、並びに国際的メディアで取り上げら

れることについて、読者の皆様にその背景と詳細情報を提供する目的で設けました。“ウランダ

ぬ風”では、読者の皆様が関心を呼びそうなニュース報道に関するリンク情報を提供します。

“エコノミック・パルス”セクションは、クリーンエネルギー開発協力からハイテク投資誘致に

至るまでの幅広い分野で、米沖の緊密な協力関係を推進する為に領事館が携わる色々な新規構想

を紹介します。“広報コーナー”では、英語教育やスポース交流の推進等、領事館広報部の諸活

動を重点的に紹介します。更に、この広報誌では米沖友好親善関連の公開の催しを、定期的に更

新し紹介致します。皆様からの色々なコメントやフィードバックを心より歓迎致します。開かれ

た活発な対話を通して、沖縄県民と米国民との間にこれまで長年存在してきた友好関係が更に深

められること説に希望いたします。 

末永い皆様のご愛読を心よりお願い申し上げます。 

        在沖米国総領事館 

       総領事 レイモンド Ｆ グリーン              

1ページ目に戻る     http://japanese.naha.usconsulate.gov/ 

総領事 ご挨拶 (続き) 

広報コーナー(続き)  
沖縄にある米軍基地が韓国の安全保障にとってなくてはならない役割を果たしているという事に

ついての説明を受けました。 

また、非武装地帯においては、国連軍の会議室の窓から北朝鮮の兵士達が私たちを監視するため

に覗き込んだ時には、緊張状態を明白に感じる事が出来ました。また、識者や米軍関係者より米

軍再編に関する説明を受けました。記者の皆さんが特に興味深く思われたことの中には、韓国人

の多くは地域にもたらされる経済効果から、再編計画を支持しており、この計画の中に米軍人が

韓国に家族を伴って赴任できるようになるという事項が盛り込まれていることを歓迎している、

ということがありました。韓国人はこれを更なる異文化交流の機会と捕らえており、英語習得に

良い影響を与えると考えています。 

サンディエゴとワシントンD.C.では、2012年に沖縄に配備されているCh-46型ヘリコプターと代替

される垂直離着陸輸送機MV-22オスプレイについて説明を受けました。 ミラマー空軍基地では記

者の皆さんもオスプレイの飛行シュミレーターで模擬訓練を受け、また実際にオスプレイに搭乗

するという貴重な機会を得ることが出来ました。搭乗後に記者の皆さんよりオスプレイのスピー

ドと、ヘリコプターモードから固定翼機モードへの変換が簡単におこなわれていた等の感想があ

りました。米国防総省では、オスプレイの配備計画が発表され、沖縄へは経験十分なMV-22機のパ

イロットのみが派遣されることが強調されました。参加された記者さんの内、４名は初めての米

国への訪問でしたが、日中のスケジュールがあまりにも過密でしたので、観光は各自で月明かり

の中で楽しまなければなりませんでした。 

ツアー中に記者の皆さんは、幾つかの記事を発信し、その多くはオスプレイの安全性とCH46型に

比べてより早く高い高度へ飛行できる能力があるため騒音が軽減されるという事実が反映されて

いました。    

1ページ目に戻る 

http://japanese.naha.usconsulate.gov/
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イラク、アフガニスタン、リビアにおける最も困難で危険な状況下での幾つかの飛行を含む    

９３，０００時間を越える飛行時間の後に、ＭＶ－２２は海兵隊飛行隊の最も安全な戦術的回転

翼航空機として出現致しました。ＭＶ－２２の安全性に関する私達の自信は、我が国の兵員の輸

送のみならず、米国大統領候補者（バラク・オバマ氏を含む）、閣僚、議会議員の方々が、中東

や中央アジアの紛争地域を訪問するときの移動手段として使用することで立証されております。 

沖縄県にとりまして、ＭＶ－２２はＣＨ－４６に比べてより安全な航空機であるのみならず、普

天間や将来代替施設が予定されている辺野古周辺の地域社会への騒音の影響を緩和するものと私

達は期待します。何故かというその理由は、ＭＶ－２２はＣＨ－４６に比べて速くしかも高く飛

ぶことが出来、低速、低空で飛ぶヘリコプターに比べて殆んど固定翼機のような離着陸を行いま

す。この前定を実証するべく、米海兵隊は地域社会や自然環境に配備がもたらす影響について正

確に評価する為、環境審査と騒音調査を実施する計画をしています。沖縄県民の皆様に安心感を

持ってもらう為に、ＭＶ－２２に関して存在する色々な噂や誤解について言及し、米国政府は地

域社会に安心感を与えるべく引き続き情報を提供していきます。 

私達は又オスプレイに関する不正確な噂を一掃する為の努力をしていきます。例えば、ＭＶ－２

２は自動回転機能（オートローテーション）が欠如しているとの指摘が最近ありますが、自動回

転機能は有ります。自動回転降下の間、大気の上昇力がＭＶ－２２のプロプロターを回転させ、

パイロットが航空機を完全に操縦できるようになっています。この制御可能性は二つのエンジン

に異常が発生した場合に緊急着陸を可能にします。しかしながら特筆したいことは、ヘリコプ

ター・モードで飛行している間に二つのエンジンが損壊することは極めて少ないということで

す。重要なシステムの代理機能性、それぞれのエンジンの分離、さらにこの飛行形態（コンフィ

ギュレーション）に要する時間の短さ等により、事実これまで一度も同時損壊は発生していませ

ん。それにもかかわらず、我が軍のパイロットは殆んど起こりえないシナリオを想定して、シ

ミュレーターでその対処の訓練を定期的に行っています。更に、ＭＶ－２２は厚木空軍基地に配

属される戦闘機に要求されるレべルの陸上空母離着陸訓練（ＦＣＬＰ）を実施する必要はありま

せん。ＭＶ－２２の使用する伊江島での訓練域は、基本的に現在ＣＨ－４６が使用している訓練

域と同じです。最後に、海兵隊は普天間第二小学校の近くにＭＶ－２２の為の新たなハンガーを

建設する予定はありません。ＭＶ－２２は、キャンプシュワーブに新たな施設が建設されるま

で、ＭＣＡＳ普天間の既存のハンガーを補修して使用する予定です。 

ＭＶ－２２は独特なタイプの航空機で、私達はこの航空機がいかに運用され、地域社会にどのよ

うな影響があるのかを、県民の皆様に確実にご理解をいただくことの重要性を深く認識しており

ます。私達は、より多くの沖縄県民の皆様がオスプレイについて知識を深めることで、同機種の

安全性と日本を防衛する為の高度な性能について自信を持っていただけるものと確信していま

す。 

1ページ目に戻る 

あんやたん MV-22オスプレイ (続き) 
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音楽、ホテルでの宿泊、イベントのチケット等のレクレーション、自動車整備、住宅清掃等の

サービスの購入といった多種多様なビジネスチャンスがあります。契約担当官と直接面談する個

別相談会の時間も設けられ、大勢の参加業者がこの機会を積極的に活用していました。 

後日、今回のイベントの反省点や次回の開催に向けた意見交換を行い、来年度に第2回の｢オキナ

ワン・ファースト｣フェスティバルを開催することで調整しています。  

1ページ目に戻る 

エコノミック・パルス(続き) 

ウランダぬ風(続き) 
７月９日朝日新聞夕刊、イノウエ上院議員の単独会見 記事へのリンク 

 

米国務省のリーダーシップ招聘事業（IVLP）に参加した訪問看護士の上原さんの記事が沖縄タイ

ムスで掲載されました。記事はコチラからご覧頂けます。 記事へのリンク 

 

岡崎研究所特別研究員／平和・安全保障研究所研究員の小谷哲男氏によるレポート『槍の矛先：

在沖合衆国海兵隊の13の任務』は以下よりご覧いただけます。 記事へのリンク 

★ 総領事館イベント情報 ★  
 講演会：ピーター・ベック氏と考える北朝鮮問題 

 日時：2011年7月29日（金）18：00～20：00 

 会場：石垣市  

 コンテスト：第4回児童ストーリーコンテスト 

  日時：2011年8月6日（土）14:00～17:00 

 会場：浦添市てだこホール（小ホール） 

 詳細はコチラをご覧下さい 

 ワークショップ：英語教育スペシャリストがクラスで役立つ教材をご紹介☆ 

 開催期間：2011年8月1日～10日 

 会場：沖縄県本島・宮古島市・石垣市にて開催  

 ☆公開ワークショップもございます。お気軽にご参加下さい！ 

 詳細・申込はコチラをクリック 

 イングリッシュ・ブック・クラブを開催！ 

 領事館の職員と「Three Cups of Tea」という英書を楽しく 

 読んでいきます。読解力アップ間違いなし！ 

 日時：8月4・11・18・25日（毎木曜日） 

 場所：浦添市立図書館 

 対象：高校生（定員８名） 

 1ページ目に戻る 

http://www.asahi.com/international/update/0709/TKY201107090215.html
http://www.okinawatimes.co.jp/article/2011-06-30_19895/
http://www.okinawatimes.co.jp/article/2011-06-30_19895/
http://photos.state.gov/libraries/naha/499283/Upcoming_events/English%20Story%20Contest.pdf
http://photos.state.gov/libraries/naha/499283/english_specialist/Brochure-Gordon.pdf
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1ページ目に戻る 

1ページ目に戻る 

記事の２ページ目へ  

記事の２ページ目へ  
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1ページ目に戻る 

1ページ目に戻る 
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1ページ目に戻る 

1ページ目に戻る 

槍の矛先：在沖合衆国海兵隊の13の任務 

岡﨑研究所特別研究員／平和・安全保障研究所研究委員 小谷哲男 

日米同盟はアジア太平洋地域の安定の礎石である。しかし、民主党政権誕生後の普天間

飛行場移設をめぐる迷走は日米同盟全体を揺るがし、地域諸国の間にも今後の日米同盟

の方向性に関する懸念を生み出した。普天間移設問題の背景には、合衆国海兵隊に関す

る根深い誤解が広がっていることが指摘できる。それは、この地域の安全は合衆国海・

空軍のみによって守られているため地上戦部隊である海兵隊は不要だという誤解であ

る。しかし、現代は統合戦の時代であり、海軍と空軍だけで戦争に勝利することはでき

ない。そもそも、合衆国海兵隊は海軍と緊密に行動し、海上から統合された遠征空陸戦

力を投入する海上戦力である。 

確かに、アジア太平洋地域は広大な海洋戦域であり、そこでは海軍力と空軍力が決定的

な役割を担う。拡大する中国の接近阻止・領域拒否(A2/AD)能力をうけて合衆国空軍と海

軍はA2/AD環境における米軍の戦力投射能力を維持するために統合空海戦闘（エア・

シー・バトル）概念という新しい作戦概念を達成しようと努めている。しかしながら、

これは沖縄に合衆国海兵隊が不要ということにはならない。それどころか、合衆国海兵

隊はエア・シー・バトル概念の下でも、その任務の多様さと即応能力によって依然とし

て「槍の矛先」と呼ばれる重要な即応部隊なのである。 

すべての海兵隊員はライフル射撃手である。軍における専門性に係わらず、海兵隊員は

何よりもまず統率のとれた戦士であり、彼らは多様かつ柔軟で即応能力を備えた空陸統

合戦力の一部として、艦上からの作戦と陸上での戦闘を遂行するように組織され、その

ための訓練を行い、「銃剣から核兵器まで」の装備を備えている。海兵空陸任務部隊

（MAGTF）として知られるこの統合部隊は、一つの司令部の下で航空部隊、陸上部隊、兵

站部隊から構成され、単独で、または他軍種と共に作戦を遂行することができる。MAGTF

は他国の軍隊にはみられない形態であり、任務に合わせた編成規模の拡大・縮小が可能

で、均衡の取れた複合戦力を備え、合衆国海兵隊の任務遂行の鍵を握っている。 

MAGTFの主要な特徴は、上陸後、増大する条件や脅威に対応するためにその規模、機能、

そして能力を強制的または非強制的手段によって拡大することが可能であるという点に

ある。通常、MAGTFは自己完結作戦を一定期間遂行するために、自らの編成規模に必要な

兵站を備えて海から上陸する。MAGTFは人道支援・災害救援から戦闘作戦まで、その間に

あるすべて にあるすべての作戦遂行のために世界中に展開できる主要な即応兵力であ

り、海兵隊の沖縄への配備は合衆国によるこの地域の安全への確約の証なのである。  

海兵遠征部隊（MEU）とは、1,500～3,000人の海兵隊員から成る最小規模のＭＡＧＴＦで

あり、世界中に前方展開されている。MEUの特徴は、海上での前方駐留、遠征軍的特質、

危機への対処能力、そして統合された空陸戦力の運用である。第31海兵遠征部隊

（31MEU）は日本の沖縄に配備され、第11、13、及び15海兵遠征部隊はカリフォルニア州

のペンドルトンに配備されている。 

海兵遠征旅団（MEB）は中規模のMAGTFで、即応展開可能な最大2万人の海兵隊員から成

り、水陸両用強襲と約30日間の陸上地域での持続的作戦を遂行することができる。 

海兵遠征軍（MEF）は、2万～9万人の海兵隊員から成る最大規模のMAGTFである。MEFは韓

国での戦闘作戦や日本の防衛などの、より大きな危機や不測の事態に対応するために編

成された主要な海兵隊の戦闘組織である。MEFは水陸両用強襲と持続的陸上作戦を可能に

する能力を備えている。第3海兵遠征軍(III MEF)は日本の沖縄に拠点を置き、第1海兵遠

征軍はカリフォルニア州のペンドルトンに拠点を置いている。 

記事の２ページ目へ  
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1ページ目に戻る 

1ページ目に戻る 

MEFは、夜間または悪天候の下で通信・電子使用が制限されていても、海上および上空か

ら通常の水陸両用作戦及び選定された特殊作戦を遂行できる前方展開・即応兵力を地域

戦闘司令官に提供する。戦闘司令官は、朝鮮半島での紛争やその他の持続的な地域紛争

ではMEFまたはMEB規模の海兵隊兵力を派遣するが、小規模の紛争ではMEUを即応部隊とし

て派遣することができる。 

31MEUは、佐世保基地を拠点とする米海軍の“第76任務部隊（CTF−76）”（第七艦隊水陸

両用部隊）艦船にて海上を拠点に前方駐留している。特定の兵力投入作戦では、31MEUは

“第79任務部隊（CTF-79）”（第七艦隊上陸部隊）に指定できる。それゆえ、在沖海兵

隊は第七艦隊の不可欠な一部なのである。 

31MEUの13種類の非機密任務は下記の通りである。 

（伝統的水陸両用任務） 

（1）水陸両用強襲 

---敵軍の影響下にある、または敵軍の影響下に入る可能性のある海岸への部隊の侵攻を

含む水陸両用上陸作戦の主たる類型 

（2）水陸両用急襲 

目標への迅速な侵攻または目標の一時占拠を含む計画的撤退を前提とした水陸両用上陸

作戦の一類型 

（3）海上阻止作戦 

---選定された海上保安任務や海上施設の臨検、乗船、検査、拿捕を含む水陸両用作戦 

（4）前方作戦 

---水陸両用部隊または統合部隊による本格的強襲作戦やその他の作戦に備えて、戦闘域

識別能力の提供や偵察行動、陣地の奪取、予備爆撃と航空支援を通じて戦闘空間を形成

する水陸両用作戦 

（他の作戦、危機対処や限定された非常事態作戦への遠征支援） 

（5）墜落された航空機および要員の戦術的奪還（TRAP） 

---撃墜された航空機や要員の救出と搬出、機体の浄化及び敵性及び非敵性環境下での外

傷二次救命措置 

（6）飛行場・港湾の奪取 

---MAGTFによる任務遂行や後続部隊受け入れに備えた飛行場、港湾、及びその他重要施

設の確保 

（7）遠征飛行場作戦 

---短距離、旧式滑走路などの非整地から戦術的航空作戦を遂行する能力 

（8）安定化作戦 

---安定を維持しアメリカ軍の撤退を促進するために秩序確立を補助する作戦 

（平時と危機における非戦闘支援任務） 
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（9）人道的支援・災害救援 

---自然または人的災害、その他の人命や財産の喪失に関わる深刻な状況が発生した場合

の支援、救済を行うプログラム 

（10）戦域安全保障協力 

---戦域内における相互防衛と安全保障を促進し、同盟国軍及び友好国軍の自衛能力と多

国間作戦遂行能力を構築するため、共同及び多国間の非戦闘活動を他国と共に実施 

（11）非戦闘員撤収作戦（NEO） 

---非戦闘員の安全が危険にさらされた場合に、合衆国政府の命令により非戦闘員を外国

から保護地区や本国に撤収させるため実施される作戦 

（特殊作戦対応） 

（12）直接行動 

---指定の標的に対して、短期間の攻撃や小規模の攻勢的行動を敵性的、拒否的及び政治

的な配慮を要する環境下で実施 

（13）特殊偵察 

---敵性的、拒否的及び政治的な配慮を要する地域での、戦略上または作戦上重要な情報

の収集と確認のための偵察行動 

31MEUは有事と平時双方において、情報に基づいた作戦決定を通じて、任務を遂行するた

めに必要な兵力を即座に編成可能で、「槍の矛先」と呼ばれる即応部隊として行動す

る。平時には、同MEUは「親善大使」として安定化作戦（任務8）、人道的支援・災害救

援（任務9）や戦域安全保障協力（任務10）を行う。 

将来、31MEUは、その広範な能力故に北東アジアで考えられる多くの不測の事態に投入さ

れるであろう。朝鮮半島や台湾海峡での軍事シナリオでは、31MEUは、III MEFがすべて

の戦闘力を使って持続作戦を行えるようになるまで多様な任務に即応することができ

る。従来の水陸両用作戦（任務1，2）以外にも、31MEUは海上阻止作戦（任務3）、戦闘

空間を後続部隊進出に先立ち形作る作戦（任務4）、そして非戦闘員撤収作戦（任務11）

を遂行することができる。 

朝鮮半島では、北朝鮮による韓国の侵略よりも、北朝鮮の崩壊の蓋然性が高まっている

が、31MEUは、北朝鮮の核兵器貯蔵庫の捜索と奪取（任務11）、核兵器拡散の阻止（任務

3）を行うことができる。一方、台湾海峡の緊張は大幅に緩和されているが、31MEUは中

国の台湾に対するいかなる攻撃にも即応し、アメリカが関与しているという既成事実を

作ることによって重要な役割を果たすことができる（任務4）。31MEUは尖閣諸島や南シ

ナ海での領土をめぐる軍事紛争勃発時にも即応可能で、そのような紛争の発生に対する

抑止力として機能している。 

エア・シー・バトル概念は、緒戦におけるアメリカの前方基地や前方展開兵力に対する

損害を制限して、指揮命令系統と作戦後方支援の維持を目的としているが、この概念の

下でも31MEUはMAGTFとして以下のように大きな役割を果たすことが可能である。まず

31MEUは前方作戦を実施可能で（任務4）、A2/AD環境下では合衆国海・空軍を支援するた

めの戦術的航空支援を提供することができる（任務5、6、7）。さらに、海兵隊特殊部隊

は事前に破壊的直接行動（任務12）や特殊偵察（任務13）を行うこともできる。 
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合衆国海兵隊の戦闘能力には貴重な心理的抑止効果がある。西太平洋に存在するIII MEF

と沖縄と岩国に存在する31MEUは、潜在的敵国に日本本土、沖縄本島または尖閣への攻撃

が、すぐさまアメリカの関与につながるという強いメッセージを送っている。上記の13の

任務に加え、この「仕掛け線」効果によって、沖縄に存在する合衆国海兵隊は地域の安定

を維持する上で重要な役割を果たしているといえる。沖縄基地問題について議論する際

に、これは忘れてならない事実なのである。  

＊筆者は、在日米海軍司令部のジョン・ニーマイヤ氏、新嶋範子氏、そして匿名の太平洋

海兵隊司令部の参謀部員に、海兵遠征部隊の13の任務をリストアップしてくれたことを感

謝する。 


